と MS EZ と 4 と 
東武 鉄道 株 式 会 社 SKYTREE 


TOWN 


/ー 
ー カ の ど ぢ の 


_ 2022 年 7 月 15 日 
日 光 と 出会う 、 新 し い 旅 へ 。 


特急 スペ ー シ フ 7 ア 新型 車両 ( N100 系 ) の 芝 称 名 を 


= で ご 


S P AA C 1 し 3 つく に 決定 し まし た 


<2023 年 7 月 15 日 ( 土 ) より 運行 開始 し ます 一 


東武 鉄道 株 式 会 社 


東武 鉄道 (本 社 : 東京 都 暑 田 区 ) で は 、 現 在 製作 を 行っ て いる 特急 スペ ー シ ア の 新型 車両 (N 1 0 0 系 ) 
に つい て 、 そ の 車両 愛称 名 を 「SPAC IA X (スペ ー シ ア エックス) 」 に 、 ま た 、 運 行 開始 日 を 
20283 年 7 月 15 日 ( 土 ) と する こと に 決定 し まし た 。 


愛称 の 決定 に あたっ て は 、 当 社 の 日 光 ・ 鬼 怒 川 エリ ア へ の 輸送 の 代名詞 と し て お 客 様 に 長年 愛さ れ て きた 
「 特 急 ス ペー シア 」 の 伝統 を 維持 継承 する と と も に 、 新型 車両 に 期待 され る 役割 を 象徴 し た 「X」 の 文字 を 
加え る こと で 、 特 急 ス ペー シア の 正統 進化 を 想起 させ る も の と し まし た 。 

また 、 愛 称 ロ ロゴ に つい て は 、 車 両 エ クス テリ アデ ザイ ン に も モチ ー フ と し て 取り 入れ た 「 鹿 沼 組 子 」 を 
イメ ー ジ し た 書体 を 新規 開発 し 、 車 両 エ クス テリ アデ ザイ ン と 統一 性 を 持た せる も の と し まし た 。 

な お 、6 月 1 日 ( 水 ) か ら 7 月 14 日 ( 木 ) まで 実施 し た 「 み ん な で 新型 特急 スペ ー シ ア の 愛称 を 
予想 し よう ! キャ ン ペ ー ン 」 に は 、 2 万 名 を 超え る ご 応募 を いた だ きま し た 。 正解 され た 方 の 中 か 
ら 抽選 で 1 0 0 名 の 方 に 衰 華 近 品 を プレ ゼン ト し ます 。 


車両 愛称 名 、 運 行 概要 の 詳細 に つき まし て は 別紙 の と お り で す 。 
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て や 司 mmti も bi@d 民 炎 3Q が eS 


へ 車両 エク ステ リア デザ イン (イメ ー ジ ) へ 「SPACIA X」 ロ ゴ 


※ お 問い 合わ せ は 、 東 武 鉄道 お 客 さ ま セ ンタ ー TELO3 一 5962 一 0102 


ぐ 別 紙 > 
特急 スペ ー シ ア 新型 車両 (N 100 系 ) の 車両 愛称 名 、 運 行 概要 に つい て 


1 車両 愛称 名 に つい て 
(1) 車両 愛称 名 SPACIA 又 (スペ ー シ ア エッ クス ) 
(2) 愛称 設定 経緯 


①「 ス ペー シア 」 へ の 想い 

日 光 ・ 鬼 怒 川 エリ ア へ の 輸送 の 代名詞 で ある 特急 スペ ー シ ア 。 
お 客 様 か ら の 認知 度 も 高く 、「 東 武 特急 ニス ペー シア 」 と し て 定着 。 
新型 車両 の 愛称 名 は 、 ス ペー シア が 築い て きた 伝統 や 認知 度 ・ イ メー ジ を 維持 ・ 継 承 し な 
が ら 、 よ り 上 質 な フラ ッ グ シッ プ 特 急 と し て 「 進 化し た スペ ー シ ア 」 を 端的 に 表現 し た 
も の と し た い 。 時 

②「X」 の 着想 

・ 車 両 エ クス テリ アデ ザイ ン に モチ ー フ と し て 取り 入れ た 鹿沼 組 子 の 象徴 的 な 「X」 模 様 。 


・ 新 型 車両 に よる 旅 体験 (Experience) を 表す 「X」。 
・ 新 型 車両 が お 客 様 に 提供 する 様々 な 価値 を 表す 「X」。 


ー>Excellent, Extra, Exciting, Extreme, PBxceed・・・ 
邊 


・ 新 型 車両 が 、 文 化 や 人 々 が 交わ り (cross = 「X」) 縁 を つく る 存在 で ある こと 。 
・ 新 型 車両 が 、 未 知 な る (X) 可能 性 を 秘め た 存在 で ある こと 。 


特急 スペ ー シ ア の 正統 進化 を 想起 させ る 愛称 と し て 
SPAC1IA 


愛称 ロゴ は 、 車 両 エ クス テリ アデ ザイ ン と 統一 性 を 持た せる た め 
鹿沼 組 子 を イメ ー ジ し た 書体 を 新規 開発 し 作成 。 
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ム 鹿沼 組 子 (画像 提供 : 鹿沼 市 観光 交流 課 ) 


2 運行 概要 に つい て 
(1) 運行 開始 日 
2 の 86 備 家 用 條 号 財 上 ) 


(2) 運行 区 間 
東武 スカ イツ リー ライ ン ・ 日 光線 ・ 鬼 怒 川 線 浅草 て 東武 日 光 ・ 鬼 郊 川 温泉 駅 間 


(3) 停車 駅 

浅草 ・ と うき ょ う ス カイ ツリ ー・ 北 千住 
東武 ワー ルド スク ウェ ア ・ 鬼 色 川 温泉 
(4) 運行 ダイ ヤ 

毎日 2 て 4 往復 (予定 ) 

※ 4 往復 の 運行 日 は 週末 を 中 心 に 設定 予定 で す 。 

※ 観 光 に 便利 な 時 間 帯 の 発着 ダイ ヤ を 検討 し て いま す 。 

※ よ り 詳 細 な 運 ? 取 に つき まし て は 、 決 定 次 第 お 知ら せい た し ます 。 
(5) 特急 料金 、 特 別 座席 料金 

スペ ー シ ア メ の 特徴 で ある 多彩 な が シー トバ リエ ーション に つい て 、 そ れ ぞ れ の 特急 料金 

な ら び に 特別 座席 料金 に つい て 決定 いた し まし た の で お 知ら せ しま す 。 
各種 特別 座席 を ご 利用 の 場合 は 、 ス タン ダー ド シ ー ト 特急 料金 に 加え て 、 特 別 座席 料金 が 必要 と 
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還 ! 


・ 春 日 部 ・ 栃 木 ・ 新 鹿沼 ・ 下 今 市 ・ 東 武 日 光 
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特急 料金 0 の 現行 スペ ー シ ア 
(平日 ) 1, 360 円 
スタ ンダ ー ド シー ト 1, 940 円 
( 土 休日 ) 1, 470 円 
プレ ミア ムシ ー ト 2, 520 円 
※ 浅 草 一 東武 日 光 間 
特別 座席 料金 NE 現行 スペ ー シ ア 
200 円 /1 人 用 
コッ ク ピ ッ トラ ウン ジ 上 71 人 
向 和 CE あ あ 央 用 2 上 
800 円 /4 人 用 
ボッ クス シー ト (2 人 定員 ) 400 円 / 室 三 。 
平日 ) 3, 150 円 / 室 
コン パー トメ ント (4 人 定員 ) 6, 040 円 / 室 
( 土 休日) 3, 770 円 / 室 
コッ ク ピ ッ トス イー ト (7 人 定員 ) 12, 180 円 / 室 


〇 O 00 ヽ の RON 一 


新型 車両 N100 系 概要 


車両 型式 名 N100 系 

愛 7 SPACIA XX (スペ ー シ ア エッ クス ) 
導入 両 数 2 4 両 
編 成 6 両 固定 

座席 数 219 席 

導入 路線 東武 スカ イツ リー ライ ン ・ 日 光線 ・ 鬼 怒 川 線 浅草 て 東武 日 光 ・ 鬼 怒 川 温泉 駅 間 
導入 時 期 2g0283 年 7 月 15 目 ( 土 ) 

製作 会 社 日 立 製作 所 

車両 デザ イン 

現行 スペ ー シ ア の フォ ルム を 現代 に 進化 させ 、 デ ザイ ン に 取り 入れ まし た 。 カ ラー リン グ は 日 光 
東照宮 陽明 門 ・ 唐 門 ・ 御 本 社 に 塗ら れ た 「 胡 粉 (ご ふん ) 」 の 白 を 初 御 と させ る 高貴 な 白 を イメ ー ジ 
し 、 窓 枠 は 鹿沼 に 伝わる 組 子 や 、 竹 編み 細工 と いっ た 江戸 の 手 仕 事 を 思わ せる 丁寧 に つく られ た 
工芸 品 の よう な 仔 ま いで 、 大 切な も の を 包み 込ん で いる か の よう な 期待 感 を 演出 し て いま す 。 
その 他 

〇 カフ ェ カ ウン ター 

自分 だ け の 最適 な 日 光 ・ 鬼 怒 川 エリ ア 」 と 出会え る 場 と なる た め 、 新 し いも の を 積極 的 に 
取り 入れ 、 こ こ で し か 出会え な い 五 感 で 楽し \ 商 品 等 を 提供 し ます 。 

〇 カー ボン ニュ ー ト ラル な 運行 

現行 スペ ー シ ア と 比べ CO 2 排出 量 を 最大 4 0 % 削 減 す る ほか 、 本 特急 列車 運行 の 使用 電 
相当 分 を 東京 埋 カ エナ ジー パー トナ ー 帆 の FIT 非 化石 証書 を 活用 し た メニ ュー な ど を 使用 する 
こと で CO 2 排出 量 実質 「 ゼ ロ 」 と な る 電力 に 実質 的 に 置き 換え 、「 国 際 エ コリ ゾー ト 日 光 」 の 
実現 に 寄与 し ます 。 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 

当社 初 と な る 高度 な 除 菌 消 臭 機能 を 有する 空気 清浄 機 を 搭載 する な ど 、 引 き 続 き 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 対策 を 図り ます 。 
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〇 多彩 な シー トバ リエ ーション 
現行 の スペ ー シ ア を 継承 し な が ら も より 上 質 な 空間 と な っ た 個室 を は じ め 、 全 6 種類 の シー ト 
の 中 か ら お 客 様 そ れ ぞ れ の 旅行 スタ イル に 合う も の を 選ん で いた だ け ま す 。 


人 コック ピッ トス イー ト (イメ ー ジ ) 人 コン パー トメ ント (イメ ー ジ ) 


いこ 。 系 


へ プレ ミア ムシ ー ト (イメ ー ジ ) へ ボッ クス シー ト (イメ ー ジ ) へ スタ ンダ ー ド シー ト (イメ ー ジ ) 


以 上 


東武 鉄道 日 光線 特急 列車 の あゆ み 


1929( 昭 和 4) 年 10 月 1 日 日 光線 全線 開通 


1929 (昭和 4) 年 12 月 


1935( 昭 和 10) 年 12 月 


1949 (昭和 24) 年 2 月 


1951 (昭和 26) 年 9 月 


1956 (昭和 31) 年 4 月 


1960( 昭 和 35) 年 10 月 


1990( 平 成 2) 年 6 月 


2006 (平成 18) 年 3 月 
2017 (平成 29) 年 4 月 


2023( 令 和 5) 年 7 月 


浅草 一 東武 日 光 間 に 展望 車 ・ us 
・ 豪 華 展 望 客車 と し て 、 展 望 デ ッ キ や 料理 室 な ど を 設 
紋 秋 敷き の 特別 室 に は ソフ ァ ー や テー ブル も 配置 し 、 二 
料理 で 乗客 を も て な し た 。 


デハ 1 0 形 が 就役 

・ ゆ っ た り し た クロ スシ ー ト と 八角 形 の シャ ン デ リア が 特徴 で 、 
売店 や 化粧 室 も 設け られ た 。 

特急 「 華 厳 号 」・「 上 鬼 公 号 」 を 運転 開始 

・ 毎 日 1 往復 、 土 曜 ・ 日 曜 は 2 往復 運転 
5700 系 が 就役 


・ 車 内 周 明 に は 当時 と し て は 珍し い 蛍 光 和 灯 を 使用 。 流 線 
編成 は 「 ネコ ひ げ 」 の 愛称 で 親しま れ た 。 


A4 

7 0 0 系 が 就役 

・ 外 国人 観光 客 を 意識 し た 洋式 トイ レ 、 斬 新 な イン テリ ア と 
喫 
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茶 設 備 の ある 売店 、 回 転 式 リ クラ イニ ング シー ト を 採用 。 
下 の 太め の 自 帯 が 特徴 で 「 自 帯 」 と 呼ば れ た 。 


720 系 「 デ ラッ クス ロマ ンス カー」 が 就役 

・ 外 観 的 な 特徴 は ボン ネッ ト タ イ プ と 呼ば れる 先頭 形状 で 、 
貫通 路 に は マジ ッ ク ド ア と 呼ば れ た 自動 ドア を 採用 し た 他 、 
ジュ ー ク ボッ クス を 設置 し た サロ ン ル ー ム や 、 2 箇所 の ビュ ッ フ ェ 
な ど 居 住 性 と 高級 感 を 感じ る 内 容 だ っ た 。 後 に 英語 が 堪能 な 
スチ ュ ワ ー デ ス が 乗務 し た 。 


0 0 系 「 ス ペー シア 」 が 就役 

・ 客 室 に は 民 鉄 初 の コン パー トメ ント ルー ム (個室 ) を 設置 。 
車内 の 音響 に は ステ レオ スピ ビー カー で 楽し め る オー ディ オ 
シス テム を 導入 (リニュ ー ア ル 時 に 撤去 ) し た 他 、 ビ ュ ッ フェ 、 
サー ビス カウ ンタ ー を 設置 し た 。 
・1991 年 ブル ー リ ボン 賞 受賞 
・2011 年 12 月 より 東京 スカ イツ リー タウ ン の 開業 に 合わ せ て 、 
順次 リニュ ー ア ル を 実施 。 


ー ト 


ー ト 


1 て 


0 0 系 「 リ バテ ィ 」 が 就役 
・3 両 固定 編成 を 併結 ・ 分 割 す る 特長 を 活か し 
で 活躍 。 


N100 系 「SPACIA X」 が 就役 


【 現 在 運 転 し て いる 日 光線 特急 列車 】 


A100 系 (スペ ー シ ア ) 


「 リ バテ ィ き め ぬ 」 


A500 系 (リバ ティ ) 


く 参 考 2> 


へ 1720 系 


(デラ ックス ロマ ンス カー) 


へ 100 系 (スペ ー シ ア ) 


※ 就 役 当時 


R 新 宿 ご 東武 日 光 ・ 鬼 怒 川 温泉 間 で 、 JR 東日本 と 特急 列車 の 相互 直通 運転 開始 


「 リ バテ ィ け ご ん 」 


